
第２回 藻岩・南沢地区 学校配置検討委員会 
 

日 時  令和５年(2023 年)５月 2３日(火)17 時 30 分～ 

場 所  もいわ地区センター ２階集会室 A・B 

 

次   第 
 

１ 開会  

 

２ 事務局挨拶  

 

３ 新委員紹介  

 

４ 報告 

(1) 第１回検討委員会の振り返り・・・・・・資料１ 

(2) 地域や保護者から寄せられた意見・・・・資料２ 

 

５ 協議事項 

(1) 通学距離２キロを超える児童の通学方法について・・・資料３①② 

(2) 通学安全について・・・・・・・・・・・・・・・・・資料４ 

(3) 検討委員会の運営方法について：検討委員会の公開/非公開 

 

６ 次回の学校配置検討委員会の開催日程について 

 

７ 閉会  

 

 

 

 

配付資料 

▶次第    

▶座席表    

▶委員名簿 

▶資料１  第 1 回検討委員会の振り返り 

▶資料２  地域や保護者から寄せられた意見 

▶資料３① 通学距離２ｋｍを超える小学生への対応 

▶資料３② 地区内の所要時間・所要距離 

▶資料４  藻岩南小・南の沢小・南が丘中通学路一覧 



【資料１】 第 1 回検討委員会の振り返り                  

「藻岩・南沢地区学校配置検討委員会ニュース 第 1 号」より抜粋 

 

●検討委員会では、何をどこまで検討することになるのか。取組案が変わることはあ

るのか（統合をとりやめることはあるのか）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●通学に関して、藻岩南小周辺から南が丘中までは距離が遠いため、配慮が必要であ

る。特に、低学年の負担が大きく、それはバス路線を増やすことで解決することで

はないと思う。 

●バスの利用に関しても検討が必要になると考えているが、具体的に検討するに当た

って、通学距離が２㎞以上になる子どもの総数や地区別の人数などが知りたい。 

 

 

 

●八垂別の坂について、低学年にとっての負担の大きさへの配慮や安全面での検討も

必要となる。特に冬季間は除雪や車道のロードヒーティングも十分ではなく、とて

も危険である。除排雪、道路の拡張や曲線の緩和、ガードレールの整備など、子ど

もを危険から守れるのか、物理的な検討が必要である。 

●八垂別の坂以外にも、周辺の交通量が増えている現状や除排雪の問題もある。通学

時間と通学路が長くなることにより、事故が非常に多くなることを懸念している。

特に冬季は一車線しか除雪されないので、対向車がある場合歩道に乗り上げること

になり、とても危険である。 

⇒【教育委員会】 

・（統合が決定している状況ではないが、）市・教育委員会から、南が丘中学校を中

心として藻岩南小学校と南の沢小学校を統合し、義務教育学校を設置してはどう

かという案を示しており、その案に沿って、統合に当たってどのような課題があ

るか、それをどのような方法で解決できるかなど、本当に統合できるかを検討し

ていただく。 

・委員の皆様で検討した結果をまとめた意見書を、教育委員会に提出いただくまで

が検討委員会の役割となる。 

・子どもたちの教育環境をより良くするための方策を客観的に検討した結果、市、

教育委員会が示した案では、学校の小規模化により生じる課題を解決することが

著しく難しいとなった場合には、その旨を意見として提出いただくことになる。 

・最終的には学校設置条例の改正を議会に諮り、判断していただく。 

⇒【教育委員会】 

・協議内容に応じて資料を提示していきたい。 



●地域として、子どもたちの安全確保が重要である。八垂別の坂も含めて、通学路や

通学区域について考えていくに当たって、現状の通学路を把握しておくことが必要

だと思う。情報提供してほしい。 

●危険個所等の改善を市に働き掛けていくことはもちろんだが、併せて自分たちの行

動も必要だと思うので、前例における地域の取組などを参考にして、地域でできる

ことについても考えていきたい。 

●藻岩南小学校区の子どもが、藻岩小学校と藻岩中学校に通うことは検討したのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●先生方や保護者の方々の負担が増えてはいけない。例えば、通学区域が広がったか

ら、先生方に校区の端まで見守りをお願いするなどの方法で解決することは避ける

べきである。この検討委員会では、子どもと保護者、先生を中心にして考えていく

べきだと思っている。 

 

⇒【教育委員会】 

・この地域の小学生は、南が丘中学校に進学することになるが、もし藻岩小学校と

統合となった場合は、中学進学時に藻岩中学校と南が丘中学校に分かれることに

なる。そのようなことを考慮し、南が丘中学校の敷地に義務教育学校を設置する

のがよいのではないかと考えた。ただし、協議を重ねる中で、藻岩南小の児童に

ついては藻岩小や石山緑小に通う方がよいのではないかという意見が出た場合

は、柔軟に検討していきたい。 



日時・方法等 内容 分類 

05.04.15 

40 代女性 

市 HP 

なぜ、検討委員に藻岩南小の PTA 会長が抜けてて、他の学校にはいない書

記会計が入っているんですか。会長が抜けてるっておかしくないですか？ 

検討委員

会の運営 

05.04.24 

不明 

メール 

まず冒頭に今回の統廃合に関する取り組み案に関してですが、「反対」を

表明させていただきます。 

今回の対象が「藻岩南小学校」「南の沢小学校」「南ヶ丘中学」の義務教

育校ということでした。個人的な意見となりますが、南区藻岩地区全体の

適正化について取り組む必要があるのではないかと考えています。 

具体的には今回の対象範囲の他「北の沢小学校」「藻岩北小学校」「藻岩

小学校」「藻岩中学校」も含めて適切に学校配置プランや、通学プランを総

合的に考える必要があると考えています。 

義務教育校については基本的に賛成ですが、北ノ沢小学校、藻岩北エリ

アから藻岩中学校は遠すぎる場合があります。むしろ南ヶ丘中学の配置場

所によっては、南ヶ丘の方が近い場合もあると思います。同様に藻岩南か

ら南ヶ丘中学も遠く、藻岩中の方が近い場合があると思います。一つの問

題として、藻岩中と南ヶ丘中が近すぎることも問題の一つかと思っていま

す。 

 私は以下のような義務教育校がいいと考えています。 

 藻岩中義務教育校（藻岩小、藻岩北小、藻岩南小） 

藻岩南小の児童に関しては、バス路線であれば通学できるが、今の

南ヶ丘中は通えない子が出てくる。 

 南ヶ丘中義務教育校（南の沢小、北ノ沢小、藻岩北小） 

 南ヶ丘中学の場所をバス路線に移動させ交通費助成を行う（理想は

東海大学付近）もしくは、スクールバスを配置する。 

 石山みどり小学校（藻岩南小） 

正直、石山みどり小学校もなんであそこにしたのか疑問 

石山中学校の場所にして、石山小学校エリアの一部の子を藻岩南に

した方がよかったともいえる 

私の家からは藻岩南小と藻岩小の距離が同じくらいで、中学校も藻岩

中、南ヶ丘中が同じくらいです。中学校に関しては、はったりべつ墓地の

坂を通る必要があるため、藻岩中に行かせたいのが本音でした。そもそも

中学校自体の人数もすくなってきているため、もう少し全体見て考えた方

がいいのではないかと思います。 

土地に関しても、国有財産が使い道を失って、どうするか検討している

土地もあるので、こういう土地を利用し最適な配置の学校を作ってほしい

です。 

義務教育

学校 

05.04.25 

年代不明女性 

電話 

孫が中ノ沢地区から藻岩北小学校に通学している。距離が遠くて困ってい

るので、この取り組みにぜひ藻岩北小も入れてほしい。 

隣接校 

05.05.18 

年代不明女性 

電話 

閉校後の学校の跡活用として、キッザニアのような職業体験ができる施設

が作られるとよい。今の時代、求人募集をかけても、業種によって応募に

偏りが大きい。小学校の頃から様々な職業体験を行い、自分にとっての向

き不向きを理解する機会を設ける必要がある。 

 

跡活用 

05.05.22 

年代不明女性 

電話 

そもそも、あの坂（八垂別墓地の坂のこと）を委員の方や担当の方は登った

ことがあるのか。特に冬は、あの坂を小学校一年生がランドセルを背負って

登るなど絶対に無理である。 

通学 

資料２ 地域や保護者等から寄せられた意見 



 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 

住所 計 

川沿 16 条 1 丁目 

約 40 名 川沿 17 条 1～2 丁目 

川沿 18 条 1～2 丁目 

登校  下校 

バス停 時刻⓵ 時刻⓶  バス停 時刻⓵ 時刻⓶ 

硬石山 7:35 7:49  南沢 4-2 14:46 15:12 

川沿 10-2 7:38 7:52  南沢 1-3 14:50 15:16 

乗り換え 7:43 7:58  南沢入口 14:51 15:17 

川沿 12-4 7:44 7:59  川沿 12-4 14:52 15:18 

南沢入口 7:45 8:00  川沿 10-2 14:55 15:21 

南沢 1-3 7:46 8:01  乗り換え 15:04 15:24 

南沢 4-2 7:50 8:05  硬石山 15:16 15:32 

住所 計 

南沢 6条 4丁目 約 10 名 

Ａ 南沢 6 条 4丁目 

 資料 3-1 通学距離２キロを超える児童の人数分布及び既存路線バス発着時刻 

 

令和５年５月２3 日 

藻岩・南沢地区 第２回学校配置検討委員会 

Ｂ 川沿 16 条 1 丁目   

川沿 17 条 1～2丁目 

  川沿 18 条 1～2 丁目 

※南沢（番地）に居住する児童については、 

南が丘中からの距離が２㎞を超えない想定。 

小学校の登下校時間（参考） 

登校→8：10～8：20 

下校→14：20（5 時間） 

   15：10（6 時間） 

※令和４年度時点 児童生徒数（全体） 

 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 7 年 8 年 9 年 小計 特支 計 

南の沢小 51 76 61 71 63 78    400 13 413 

藻岩南小 21 28 24 25 26 45    169 9 178 

南が丘中       109 111 125 345 10 355 

児童生徒数 計 72 104 85 96 89 123 109 111 125 914 32 946 

最長距離  

約 2.3ｋｍ 

川沿 18 条 1～2丁目周辺 

最長距離 約 2.2ｋｍ 

※個人の特定に繋がる可能性がある数値等一部箇所について、当日資料から加工しております。 



 
 
 
 
  

バス 4 分 

バス 3 分 

 

徒歩 24 分 

1.4 ㎞ 

乗り換えバス停 

 資料３-２ 地区内の所要時間・所要距離 

 

南沢6-4 

川沿 18-1 

18-2 

徒歩 8 分 

450ｍ 

徒歩 33 分 

2.0 ㎞ 

徒歩 17 分 

1.0 ㎞ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

通学路 

【資料４】藻岩南小・南の沢小・南が丘中通学路一覧 

※防犯上の観点から、 

当日資料を一部修正（通学路情報を除く加工）しております。 

  


